
 

                

 

 

ＣＡＰ
キ ャ ッ プ

（Child Assault Prevention） 

  ＣＡＰは、子どもがあらゆる暴力（虐待・いじめ・誘拐・痴漢など）から 

自分の大切な心とからだを守るために何ができるかを教える教育プログラムです 
 

寄寄寄稿稿稿         「今、私たちは何を求められ、何をするべきか」 

由利本荘市保健師 長谷川良子 
                             （22.07.24 CAP あきた公開セミナー2010 講師） 
  
「○歳児、虐待死」「○歳児全身に打撲。継父による虐待か．．」といった報道に触れる度、多くの方々
は「なすすべもなくただただ暴力の嵐に晒されて命を終えなければならなかった」子ども達の無念さ、
辛さ、に深く悲しむと同時にどうにかして救ってあげたかった。と思うのではないでしょうか。 
 ところで皆さんは「保健師」という職業をご存じですか？保健師として採用された○十年前は「ホ

ケンフって何者？保険会社の人？」等と言われ、その認知度の低さに愕然としたものです。健康でつ
つがなく日常を過ごしている方々にとっては「看護師」ほどメジャーではないかもしれませんね。 
 お話しは戻って、保健師とはまさに虐待している子どもがいれば「どうにかして救いたい」といっ
た思いを「仕事」として具体的に「動ける」職種です。保健師活動の基本は家庭訪問ですが、当事者
の生活拠点である「住居」へ「いかがお過ごしですか？何かお困りの事があればご相談ください」と、
のこのこと図々しく、しかも法的なバックボーンのもとに「職業」として動けるのはお巡りさんか自

治体の保健師くらいのものです。虐待が起きてしまった、あるいはこれから起こるかもしれない家庭
に対して積極的に介入できる職種として多くの方々に知っていただきたいと思っています。 
 お母さんと子どもを守る保健師活動と「CAP あきた」の活動は共通点が多く、目指すところは同じ
です。「安心・自信・自由」は皆に与えられた権利であり、それを生きるための「パワー」にできる
よう支える役割があります。この度、ご縁に恵まれて「CAP あきた」に参加させていただき、あらた
めて「なぜ私は保健師になったのか」という原点を見つめ直すことができました。 
 一本の糸でも二本を撚り合わせることで強さが増します。「CAP あきた」と保健師が二本の糸のよう
にお互いのもてる力を合わせ、子ども達が自分の力を最大限生かしその人なりの人生を全うできるよ
うな「秋田」の地域づくりの一端を担っていきましょう。  
 

「CAP あきた公開セミナー2010」を開催して 

H22年 7 月 24日（日）に CAP あきた公開セミナー2010を開催 

しました。CAP おとなワークショップに先がけて、由利本荘 

市の保健師・長谷川良子氏から「お母さんを支え、子どもを 

守るために」と題して講話をいただきました。母子保健活動、 

とりわけ、「赤ちゃん訪問事業」においては、幸せな出産や育 

児ばかりではない現実に保健師として寄り添い、保健師が｢待 

つ｣から｢待たれる｣存在になっている旨の報告を頂戴しました。 
 

H22 年度活動報告 
CAP ワークショップ実施報告       
潟上市立大久保小学校（1 年、保護者）  研修会開催報告 
能代市活力推進課（おとな）        CAP あきた公開セミナー2010（7/24） 
にかほ市公民館（おとな）        CAP スペシャリスト研修 in 秋田（11/20・21） 
県立湯沢北高校（おとな）                会員研修受講報告 
CAP あきた公開セミナー2010（おとな） CAP スペシャリスト養成講座 in 五所川原(4 名) 
公開教職員 WS（教職員等）              CAP スペシャリスト研修 in 秋田（6 名） 
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講師・長谷川良子氏を囲んで 
CAP スタッフとともに 



J-CAPTA トレーニングディレクターの石附幸子氏を講師に迎えて 

 
ＣＡＰ公開教職員ワークショップ 「なぜ起こる？いじめ・暴力！」    2010.11.20（土） 

 子どもの人権を平たく言えば「子どもを大切にしよう」「自分を大切に、そして相手も大切に！」

ということです。しかし、子どもたちの間では常に摩擦が生じてきます。この摩擦が暴力に変わると

き、その背景には「力関係」が発生しています。仲良く遊んでいるように見えても、「特定の子が、

常に鬼だったり、いつも最後」だとしたら、まさに「力関係」が働いていると考えられます。私たち

おとな（親・教師）は子どもに対して圧倒的な力を持っています。「子どものため。生徒のため」は

再度チェックしていく必要があります。また、暴力は「おとな（親） → 子 → 友達へ、あるいは先

生へ、あるいは自分へ」という形で再現されます。ＣＡＰではこのような子ども達へ ①「暴力につ

いて、正しい知識を教えます。」（暴力とは安心・自信・自由を奪うこと。被害にあっている子どもは、

自分が受けているのは暴力だと気がつきます。）  

②「年齢に応じて、行動の選択肢を教えます。」 

（どうすれば安全かを教えます。） 「万引き・ 

非行・援助交際」は子どものサインです。「な 

ぜ？どうして？」と問うのは悪意がなくても 

「傷口に塩をぬること」です。サインを発して 

いる子どもには、その子の気持ちに共感して、肯 

定的に聴いてくれる誰かが必要なのです。 

それは常に子どもの身近にいる「あなた」なのです。 
 

ＣＡＰスペシャリスト研修 in秋田              2010.11.21（日） 

 「ＣＡＰ教職員ワークショップ普及を自信を持って提供するために」と題してスペシャリスト研修

を実施しました。青森・福島・栃木などからも足を運んでいただき、13 名の参加となりました。教

職員ワークショップの基本的な枠組み「定義・位置づけ・効果」をしっかり認識し、教職員ワークシ

ョップの様々なスタイルを学びました。初めての学校に提供する「基本形」～継続している学校に提

供する「応用形」など、「教職員ワークショップの実施メニュー」についても話を深めました。 

  

                               

『私たちに出来ること・・・ＣＡＰの視点』      

ＣＡＰスペシャリスト 金沢友美 

日頃の子ども達と関わる活動の中で「～ちゃんが先にやっ

た」「やってない」「やった、ウソツキ」「やってない、ウソツ

キ」という言い合いがたまにあります。ウソツキと言う言葉に

は相手を弱くさせる力があり、勝ち負けや強弱の決め手になり

ます。こんな時はＣＡＰの考え方を取り入れ「ウンウン、そう

だったの。よく話してくれたね。自分の気持ちを話せたね」そ

う言うと満足してニッコリ笑ってくれます。勝ち負け無しで引

き分けです。おとなはつい解決を焦ってしまうけれど、ぐっと

押さえて子どもの話を聴いてみませんか。子どもは自分の気持

ちを聴いてもらうことで心が落ち着き、冒頭のような小さなト

ラブルならばそれで解決してしまうこともあります。「気持ち

を聴く」…それは子どもの心を開く、まさに魔法の鍵なのです。 


